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2016 年 3 月 3 日(木)  株式会社ホットリンク 

 
【概 要】 

ホットリンクグループである、株式会社トレンド Express（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 桧野安弘、 

以下 トレンド Express）が提供しているレポートサービス「図解中国トレンド Express」は、訪日中国人のクチコミを分析し、今

年の「春節（中国のお正月）」での、訪日中国人の消費動向を発表します。 

 

【日本で「○○を買った」というクチコミ数は 4 倍に！多様化・分散化する“爆買い”事情】 

2016 年春節期間に中国人が日本で購入

したものトップ 3は、「医薬品」「化粧品」「生

活用品」でした。2016 年の日本で「○○を

買った」と確認できたクチコミ件数は、

56,338 件となり、2015 年の春節時のクチコ

ミ件数の約 4 倍（14,736 件）でした。 

引き続き、「日本旅行」に対する注目が増し

ていることがうかがえます。 

 

昨年の春節と比較すると、2015年にフィーバ

ーとなった「温水洗浄便座」は大きく順位を

落とし、かわって生活用品が第 3 位に入りま

した。また、昨年の「医薬品」に爆買いが集

中し圧倒的な１位という状況から、1 位から 3

位までの件数はそれほど大きな差がなく、さ

らに生活用品の件数が大きく伸びているとこ

ろからも、購入しているモノや嗜好が多様化

していることが分かります。 

 

【「服飾」「靴下・下着」の上位ランクインが、旅行スタイルの変化を象徴】 

昨年の春節を象徴するのが、「服飾」、「靴下・下着」のランキング上昇です。これらの商品は試着したり、いろいろな商品を

見比べたり、自分の好みのものを探したりと購入にいたるまでに時間がかかる場合が多く、従来の団体旅行客ではなかな

か購入が難しいものでした。このようなカテゴリーの商品が上位に上がってきていることからも、中国人の日本旅行が個人

旅行へとシフトしていることがうかがえます。また、トレンド Express の調査で、2015 年 12 月時点で個人旅行の占める割合

が29％を占めるまでに至っていましたが、今年の春節時期では4割※とさらに拡大したことが分かりました。個人旅行は、団

体旅行に比べ自由な時間が増え、選択肢が増えることが人気の要因です。自由な時間が増えることで、店頭でじっくりと商

品を選んで購入することができるようになるため、今まで 1つのブランドに集中していた“爆買い商品”も同カテゴリーの中で

様々な商品に分散される傾向が見え始めています。 

※データ出所：ソーシャルメディア上の日本旅行に関する書き込みからサンプルとして 10,000 件を抽出し、個人旅行と団体旅行の割合を調査 

  

ホットリンク、最大商戦「春節」での訪日中国人の消費動向を発表 

～「服飾」人気が旅行スタイルの変化を象徴！～ 

2016 年 2 月 7 日-13 日（春節期間）に新浪微博上で、日本で「○○を買った」と確認できた 

書き込み 56,338 件を分類、集計。 

データ出典： 図解中国トレンド Express 
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【「上海」「広東」地区等の沿岸エリアの人々が爆買いの中心、“健康志向の上海、美容志向の広東”という傾向が】 

さらに、トップ 5 にあがったジャンルを、

エリア別で分析してみると、全体的に

「上海」、「広東」地区が多くなっており、

一級都市、沿海エリアが集中している

のが分かります。 

化粧品以外のジャンルでは「上海」がト

ップであったのに関わらず、化粧品だ

けは「広東」エリアが最も多いこのことか

ら、「健康志向の上海、美容志向の広

東」とも言えるでしょう。 

 

 【トレンド Express 編集長コメント～今年のインバウンド消費（中国）の課題を予測～】 

「体験型観光」と「買い物」を 1 度の訪日で、かつあまり交通費をかけずに実現できることが重要に 

2016 年の春節は、今後の訪日中国人の動向を占う上で非常に大切なタイミングでした。クチコ

ミ総件数の増加や、特に生活用品の件数が増加しているというところからみても、訪日中国人

の買い物の意欲は依然として旺盛であり、かつ多様化、分散化が進んでいると言えます。また、

中国人のパスポート保有率は 10%に満たないと言われており、訪日中国人は「上海」や「広東」

といった一級都市や沿岸エリアに限定されています。中国の海外旅行市場はまだ成長初期段

階で、“爆買い”を含めインバウンド需要はまだまだ続くと予想されます。 

一方で、中国の人たちの日本旅行のスタイルが変わりつつあることは明らかであり、企業もその

変化に対応して対策や対応を変えていくことが重要です。今後は旅行全体における消費額増

加に向けて、「魅力的な体験型観光」と「定番商品などの買い物」を 1 度の訪日で、かつあまり

交通費をかけずに実現できることが重要になってくると思われます。つまり「モノからコトへ」では

なく、「モノもコトも」を地域単位などで対応していくことで、「何度来ても楽しい日本」が実現して

いくのではないでしょうか。 

 

ホットリンクは、今後もビジネスにおけるソーシャル・ビッグデータの活用を推進し、インバウンド消費関連の情報についても

積極的に展開して参ります。 

 

■図解中国トレンドＥｘｐｒｅｓｓについて 

詳細については、「図解中国トレンド Express」にてご確認いただけます。 

■■図解中国トレンド Express 詳細はこちらから！■■ 

 

今なら無料サンプルレポートを差し上げています！お申し込みは今すぐ！ 

■■無料サンプルレポート申込みはこちらから■■ 

 

■株式会社トレンド Express について 

株式会社トレンド Express は、ホットリンクグループの強みを活かし、ソーシャル・ビッグデータを核としたインバウンド消費に

関する情報だけでなく、ビジネスモデルの策定や具体化のソリューションを提供いたします。 

 

株式会社トレンド Express 

編集長 四家 章裕 

 

ジャンル別エリア分布 

http://www.hottolink.co.jp/hb/lp/trendexpress/
http://www.hottolink.co.jp/hb/lp/trendexpress/
https://pages.hottolink.co.jp/cte-resource.html?_ga=1.123984650.1053468915.1451878020
https://pages.hottolink.co.jp/cte-resource.html?_ga=1.123984650.1053468915.1451878020
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【事業内容】 

・世界各国ソーシャルビッグデータを使ったマーケット調査・インバウンド消費に関する需要予測・分析・レポーティング 

・図解トレンド Express の編集・発行 

 設立日：2015 年 11 月 

資本金：1,000 万円（2015 年 11 月 1 日現在） 

代表者：代表取締役社長 桧野 安弘 

企業サイト：http://www.trendexpress.jp/              Twitter：https://twitter.com/trendexpress_jp 

 

■株式会社ホットリンクについて（証券コード：3680 東証マザーズ） 

ホットリンクは、グローバルでのソーシャル・ビッグデータの流通と分析ソリューションの提供により、ソーシャル・ビッグデータ

を価値化する企業です。市場や自社・競合、またお客様の声やキャンペーン反響などの各種調査、ターゲットユーザーの

プロファイリング、ブームの兆し発見などマーケティング ROI 向上や製品改善、経営革新や予測、また高まるインバウンド消

費に関する需要予測・分析・レポーティングなど、ビジネスにおけるソーシャル・ビッグデータの幅広い活用を支援します。

ホットリンクの成長戦略は、ソーシャル・ビッグデータ活用の、 

１．マーケティング分野での浸透 

２．多様な産業への展開及びデータ流通プレイヤーの地位確立 

３．海外展開 

の 3 つです。 

設立日：2000 年 06 月 26 日 

資本金：557 百万円（2015 年 3 月 31 日現在） 

代表者：代表取締役社長 CEO 内山 幸樹 

企業サイト：http://www.hottolink.co.jp/ 

Twitter：http://twitter.com/hottolink_pr             Facebook：https://www.facebook.com/hottolink.inc 

 

■お問い合わせ 

株式会社ホットリンク 営業本部 コーポレートコミュニケーション部 

東京都千代田区四番町６番東急番町ビル TEL：03-5745-3903   

 

http://www.trendexpress.jp/
https://twitter.com/trendexpress_jp
http://www.hottolink.co.jp/
http://twitter.com/hottolink_pr
https://www.facebook.com/hottolink.inc

